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本稿はメインスマ版 『ババッド・タナ・ジャウィ』 の第２部ババッド・
マジャパイトの翻訳である｡ 全124章のうちの第５～14章であり, マジャ
パイトの樹立から滅亡までを扱う部分である｡
マジャパイトは実在の王国であり, 14～15世紀に最盛期を迎え, 東南ア
ジアの最有力国のひとつであった｡ 現在ではジャワ (あるいはインドネシ
ア) の過去の栄光を表現する代名詞ともなっている｡ しかし 『ババッド・
タナ・ジャウィ』 の語りは, こうした近代歴史学の記述とほとんど接点を
もたず, 『ババッド・タナ・ジャウィ』 がマジャパイトに関する歴史的事
実を知るための史料として用いられることはない｡ 『ババッド・タナ・ジャ
ウィ』 では, マジャパイトに続くドゥマック, パジャン, マタラムの王家
がいずれもマジャパイト王家の系譜に連なるとされる｡ マタラムの王家の
系譜はドゥマックやパジャンの王家ではなくマジャパイトの系譜に結びつ
けられる｡ すなわち, マジャパイトは, マタラムにとってジャワの王権の
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正統性の源を意味しているのである｡
前号でも指摘したとおり, 『ババッド・タナ・ジャウィ』 ではパジャジャ
ランはマジャパイトと併存するのでなく, パジャジャランが先行し, ジャ
ワの正統王朝がパジャジャランからマジャパイトへと継承されており, 本
稿の第５章から第６章がまさにこの部分を語っている｡
なお, マジャパイト Majapaitはインドネシア語や英語ではマバャパヒ
トMajapahitと表記することがおおいが, ここでは原文に従ってマジャパ
イトとする｡ ついでながら, 第５章で語られるように, マジャパイトの語
義はパイトな [にがい] マジャの樹 (実) のことである｡ 現在のジャワで
は史跡公園に必ず植栽されている, ザボンに似た大きな実をいくつも付け
る柑橘類である｡ 『パララトン』 も地名 (ひいては国名) の語源として苦
いマジャを語るが, 話の筋は異なる [深見 2003d：124参照]｡
解 題
２. メインスマ版
 メインスマとロールダ
前回の解題で述べたように, マタラム王国の史書である 『ババッド・タ
ナ・ジャウィ』 は本来宮廷詩人が王と王家の正統性を謳いあげるためのも
のであり, 18～19世紀の宮廷で謳われた｡ したがって, それが書き留めら
れても韻文であるし, 多数のバージョンが存在することになる｡ そうした
なかで数少ない散文版のひとつがメインスマ版である｡ そこには次のよう
な事情があった｡
メインスマ版と通称されるが, メインスマ ( Johannes Jacobus Meinsma,
18331886) は著者ではなく, 刊行者である｡ メインスマは1853年レイデ
ン大学に入学し神学を学び, 1858年には聖職候補者に登録された｡ しかし
聖職には就かず, ジャワ語を学習し, 1861年デルフトの王立アカデミー
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(Koninklijke Akademie te Delft) のジャワ語講師に就任した｡ 1864年アカ
デミーは廃止され東インド学の講座はレイデン大学に移管されたが, メイ
ンスマはデルフトに同時に設立された市立東インド官吏養成学校
(gemeentelijke instelling voor de opleiding van Indische ambtenaren te Delft)
の教師となりジャワ語および東インドの地理民族学を担当した｡ 1868年か
らは東インドの歴史も担当し, 1870年から校長を勤め, 晩年にはマドゥラ
語も教えた｡ 『ババッド・タナ・ジャウィ』 の刊行以外にもジャワ語の辞
書などジャワ学および東インド学の業績を多数発表している [ENI 2 : 694
695]｡
デルフトの王立アカデミーは1842年に民間人技術者の養成のために設立
された高等教育機関であるが, 翌1843年にオランダ領東インドの植民地官
吏の養成のための課程が設置された｡ この東インド課程は, その設立を提
唱し設置とともにジャワ語の教授に就任したロールダ (Taco Roorda, 1801
1874) の強力な指導力のもとで, ジャワ語とジャワ文学, ジャワ文化の
研究教育の中心に発展していった [Kern 1928 : 211 ; ENI 3 : 6356]｡
ロールダは当初セム系諸言語を学び, フローニンヘン大学で神学博士
(1824), レイデン大学で文学哲学名誉博士 (1825) となった｡ アムステル
ダムのアテネウムの教授を勤め, ヘブライ語 (183133) やアラビア語
(1835) の文法書を刊行した｡ しかし1830年代半ばからジャワ語・ジャワ
学の研究に従事し, 39年にはジャワ文字の活字を作っている｡ 1843年王立
アカデミーのジャワ語教授に就任し, ジャワ学・東インド学の発展に尽く
した｡ 1864年王立アカデミーが廃止されたが, この東インド学の講座はレ
イデン大学に移管され, 彼はその東インド言語地理民族学の初代教授
(18641874) となった｡ このようにロールダはジャワ学の初期の中心人物
であり, 自身ジャワ語文法 (1855), ワヤン物語の研究 (1869), ジャワ語・
オランダ語辞書 (1901定本) はじめ多くの業績をあげるとともに, 多くの
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後進を育てた [Kern 1928 : 208216 ; ENI 3 : 6356]｡
ロールダの薫陶を受けた一人がメインスマであったのだが, 彼が 『ババッ
ド・タナ・ジャウィ』 (初版187479) を刊行したのは, ジャワ語 (および
ジャワの文化や価値観) の学習のための教材としてであり, 散文であった
理由はここにある｡ 第２版 (18841889), 第３版 (1903) までジャワ文字
で刊行され, ジャワ語の教育におおいに利用され, ｢ババッド・メインス
マ｣ と通称されたという [Ras 1987b : X]｡
第４版 (1941) はオルトフ (W. L. Olthof) によるローマ字転写および
オランダ語訳である｡ 本訳稿が依拠している第５版 (1987) は第４版の写
真版による再版で, ラスが長い解説を書き, テーウ (A. Teeuw, 1921
2012) が別途作成していた第４版にもとづく索引が付されている｡ ラス
の解説は65頁にもわたる詳細なものであり, 本訳稿の解題もラスにおおく
を拠っている｡
現地調査・臨地研究が常態化した現在では信じがたいことかもしれない
が, ロールダもメインスマもジャワ現地を踏んでいないらしい｡ したがっ
て, ジャワから十分な資料の提供なくしては19世紀半ば以降のオランダに
おけるジャワ学の発展はありえなかったであろう｡ メインスマ版の原文も
ジャワ現地からのこうした ｢栄養補給｣ のひとつであった｡
参 考 文 献 (追加分のみ)
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５. ラデン・ススルがパジャジャランから逃亡しマジャパイトの地
を開く
ラデン・ススルが逃亡すると, アルヤ・バニャックウィデはパジャジャ
ランの王位についた｡ 支配下のすべての国民に, ラデン・ススルを匿うの
を禁じる命令を発した｡ この禁令に背くものは誰であれきっと大きな災厄
に見舞われるだろう｡
カリグンティンの村はパジャジャランの領内なので, 未亡人とその３人
の兄弟ウィラWira, ナンビ Nambi, バンダル Bandarはみな王の禁令を知っ
てとても恐れた｡ どうしたものかラデン・ススルと相談した｡ ラデン・ス
スルは, 未亡人が困らないよう, どこかへ出ていきたいと言った｡ 未亡人
ババッド・タナ・ジャウィ (2)
― ―59
ババッド・タナ・ジャウィ
第２部 ババッド・マジャパイト
目次
５. ラデン・ススルがパジャジャランから逃亡しマジャパイトの地を開く
６. パジャジャランが陥落し, ラデン・ススルがマジャパイトで王位につく
７. アルヤ・ディラの運命
８. ラデン・ラフマット (スナン・アンペル・ドゥンタ)
９. ラデン・サイド (スナン・カリジャガ)
10. ラデン・パタおよびラデン・フセン
11. ラデン・ボンダン・クジャワン
12. ジャカ・タルブ
13. ブラウィジャヤ王がスナン・ギリに敵対
14. マジャパイトが没落しドゥマックが台頭
と兄弟たちは一緒にいくべきだと考え, こうしてみなカリグンティンの村
から立ち去った｡ 未亡人の従者100人ほどが行を共にした｡ めざしたのは
コンバン Kombang山であった｡ そこにはアジャル・チュマラ・トゥンガ
ル ajar Cemara-Tunggalという名の苦行者がいて, 千里眼であり人に言わ
れる前から事柄を知るとして著名であり, ジャワの国のすべての精霊を支
配していた｡
アジャル・チュマラ・トゥンガルはラデン・ススルを迎えたとき, すで
にその望みがわかっていた｡ キヤイ・アジャルはラデン・ススルに助言を
与えた｡ まっすぐ東に行き, もし１本だけのマジャ majaの木を見つけ,
ひとつだけ実がついていて, それが苦かったら, そこに落ち着くのがよい｡
その地は将来大きな町になるだろう｡ ラデン・ススルはジャワの国の王た
ちの始祖たる王になるだろうし, パジャジャランの王に復讐するだろう｡
ところでアジャル・チュマラ・トゥンガルだが, 根っからのアジャル
[賢者] だったわけではなく, もとはパジャジャランの王女であり, ラデ
ン・ススルの祖父の妹にあたった｡ 都から逃げてアジャルになった理由は
結婚が嫌だったからで, どれほど多くの王たちが求婚して拒絶されたこと
か｡ 都パジャジャランを逐電するとまっすぐコンバン山に向かった｡ そこ
にチュマラの木が１本 [トゥンガル] だけ生えていて, これがアジャル・
チュマラ・トゥンガルと名のる由来である｡
ラデン・ススルはこのことも教えられた｡ そしてアジャルが元の姿にも
どると, ことのほか美しい女性になった｡ ラデンはすっかり惚れ込み, 抱
きつこうとした｡ すると女性は消えてしまった｡ まもなく再び姿を現した
ときにはアジャルの姿であった｡ ラデン・ススルはすぐに足許に口づけし,
赦しを乞うた｡
アジャル・チュマラ・トゥンガルはさらに助言した｡ ラデン・ススルが
将来王となりジャワの国をすべて支配したなら, 私たちは再会するでしょ
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う｡ そしてキヤイ・アジャルは砂の海に居を移し, そこで王となり, すべ
ての精霊を支配します｡ つづいて居を移してパマンティンガンに王宮を構
え, 貴方に服従するでしょう｡ 貴方の子孫は, パマンティンガンの北, ム
ラピ山の南に宮廷を構えるでしょう｡ そしてジャワの国に王たる者はすべ
て, 私と結婚するでしょう｡ 最後にラデン・ススルは, もし将来困難に陥っ
たなら私を呼びなさいと教えられた｡ きっと精霊の全軍を率いてすぐに助
けにやってくると｡ 助言が終わるとラデンはシンガサリの国にむけて出立
するよう促された｡
ラデン・ススルは別れをつげると, 100人の従者とともに発った｡ 森の
中でひとつだけ実をつけたマジャの木の下で立ち止まった｡ ラデンはアジャ
ル・チュマラ・トゥンガルの指示を思い出し, マジャの実を摘むよう命じ
た｡ 食べてみるとパイト pait [苦い] だった｡ ラデンはそこに居を定め,
マジャパイトの村と名づけられた｡
まもなく大勢の人がそこに来て, 家を建て, 耕作に従事した｡ やがて大
きな町になり, あまねく知れ渡った｡
６. パジャジャランが陥落し, ラデン・ススルがマジャパイトで王
位につく
さて, ラデン・ススルの兄アルヤ・バンガはガル Galuhの王だった｡ そ
の国はパジャジャランの王に征服され, 都から逃げ, マジャパイトの村で
弟に会った｡ 不運について話し終えると, ２人はパジャジャラン国への進
撃について相談した｡ それが実行され, パジャジャランの都が陥落すると,
ラデン・ススルはマジャパイトにおいて王位についた｡ ジャワ全島の人々
がみな服従した｡ アルヤ・バンガはアルヤ・パヌラル arya Panularと改名
し, キ・ウィラは地位が上がりパティ・ワハン patih Wahanを名のった｡
キ・バンダルとキ・ナンビはマントリに任命された｡
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やがてマジャパイトの王は息子をえ, プラブ・アノム prabu Anomと名
づけられた｡ パティ・ワハンもまた息子をえ, ウダラ Udaraと名づけられ,
クディリのアディパティ adipati [太守] になった｡ プラブ・ススルが死ぬ
と王子が跡を継いだ｡ 引き続きキヤイ・ワハンがパティ patih [宰相] を
務めた｡ まもなく新王は森に狩りにいきたいと思うようになった｡ パティ・
ワハンは, 即位したばかりでまだ国民がみな服従しているわけではないの
で, 賛成しなかった｡ 王はキヤイ・パティが望みを邪魔していると受け取っ
て, とても腹を立て内廷に入ってしまった｡
王に１人の家臣がいて, ウジュン・サバタ Ujung-Sabataといい, 御庭
番の頭をしていて, 宮廷の奥に入ることを許されていた｡ 望みがキヤイ・
パティに妨げられて王が腹を立てていると知ると, 王のもとに参上した｡
さかんに焚きつけられて怒りをますます募らせ, ついに王はウジュン・サ
バタに, パティ・ワハンを闇討ちにするよう命じた｡ キヤイ・ジャンクン・
パチャル kyai Jangkung-Pacarという名のクリスが下賜された｡ ウジュン・
サバタは出かけてゆき, パティ・ワハンは自身の館で闇討ちにされて死ん
だ｡ 妻や子はみな王宮に連行された｡
パティ・ワハンが死ぬと, 王は望みがかない, 妃とともに家来たちを引
き連れて森へ狩りをしにいった｡ 狩りに夢中になって王は家来たちから離
れてしまった｡
クディリのアディパティであったパティ・ワハンの息子はすでに, 父親
が王に殺されたという知らせを聞いていた｡ 王がまさに森で狩猟中とわか
ると, 馬にまたがり槍を構えて, 父の仇を討とうと王を捜した｡ たまたま
一人でいるのを見つけると, 王を槍で突き殺した｡ アディニンクン Adi-
ning-Kungという名の王子が跡を継いだ｡
プラブ・アディニンクンに息子アヤム・ウルック Ayam-Wurukがいた｡
アヤム・ウルックに息子ルンブ・アミサニ Lembu-Amisaniがいて, パティ
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はドゥムン・ウラル Demung-Wularといった｡ ルンブ・アミサニに息子ブ
ラ・タンジュン Bra-Tanjungがあった｡ ブラ・タンジュンに息子ラデン・
アリット raden Alitがいて, 即位するとブラウィジャヤ Bra-Wijayaを名のっ
た｡ パティはガジャマダ Gajah-Madaといった｡
ブラウィジャヤ王は夜, チュンパ Cempa国の王女と結婚する夢を見た｡
朝目覚めるとキヤイ・パティを呼び, チュンパの王に宛てた, 王女に結婚
を求める手紙をもってその国に行くよう命じた｡
さて, チュンパの国があったのは海の向こうであった｡ パティ・ガジャ
マダは船に乗り, 船足は順調にチュンパの国についた｡ 王には３人の子が
あり, １番目と２番目は王女で, 末子は王子だった｡ パティ・ガジャマダ
は王に目通りすると手紙を差し出した｡ 王は王女への求婚を受け入れ, 長
女がキヤイ・パティに託された｡ あわせてキヤイ・スカル・ダリマ kyai
Sekar-Dalimaという名のゴング, キヤイ・バレルムル kyai Bale-Lumurと
いう名の家型四輪馬車, そしてキヤイ・ジュバット・ベトリ kyai Jebat-
Betriという名の牛車が下賜された｡ こうしてパティは出発し, 無事マジャ
パイトの都に到着すると, 王女はブラウィジャヤ王に渡された｡
チュンパの王は海の向こうからマクドゥム・ブラヒム・アスマラ
makdum Brahim-Asmaraという客人を迎えた｡ 王にイスラムになるよう言
上した｡ 王はこれに従い, 全国民がともにイスラムになった｡ そして残っ
ていた王女をマクドゥム・ブラヒム・アスマラと結婚させた｡ 王が亡くな
ると王子が跡を継いだ｡ マクドゥム・ブラヒム・アスマラは２人の男児を
もうけた｡
７. アルヤ・ディラの運命
マジャパイト領内の森のただなかで, 兄と妹２人の羅刹が苦行をしてい
た｡ 妹はブラウィジャヤ王の妃になることを熱望していたが, 羅刹の姿で
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あるため望みがかなわないと考えた｡ そこでとびっきりの美女に姿を変え,
エンダン・サスミタ・プラ endang Sasmita-Puraと名のった｡ ブラウィジャ
ヤ王のもとに参上するため兄に別れをつげ, 兄は許した｡
都マジャパイトにくると, 誰もがその美しさに目を見張り, それは王の
耳に達した｡ 王宮に連れてくるよう命じられ, そして側室にされた｡ やが
てエンダン・サスミタ・プラは身ごもり, 生のグチョック gecok [挽き肉
料理] が食べたくなった｡ 王はこれを許し, エンダン・サスミタ・プラが
生のグチョックを食べると, 姿を変え羅刹に戻った｡ 王はびっくりし, ま
た激怒し槍を取ってエンダン・サスミタ・プラを殺そうとした｡ しかしそ
うはならず, 素早く逃げ去ると, 森に戻ってしまった｡ ９ヶ月が過ぎると
女羅刹は男の子をうみ, たいそう可愛らしく, キ・ディラ Ki Dilahと名
づけられた｡
ディラが思春期になると, 母に父のことを尋ね, 母は真実を教えた｡ そ
こでディラは, マジャパイトの都に赴いて王に仕えたいと暇を乞うた｡ 思
い止まらせようとしたが, そのかいなく出ていってしまった｡ 都に着くと
パティ・ガジャマダにパソワン pasowan [出仕控え所] で会った｡ 願いを
説明すると, 王に取り次がれた｡ 王はこれを許し, ジャカ・ディラは王の
召使とされた｡
ブラウィジャヤ王は森に狩りにいきたくなった｡ キ・ディラは, 狩りを
なさるのに森まで出向く労をかけるまでもありませぬと申し上げた｡ キ・
ディラはあらゆる森の動物をアルンアルン alun-alun [王宮前広場] に追
いたててくる約束をした｡ 王はこれを許したが, もしこさせることができ
なかったら, 罰として死刑に処されることになった｡
ジャカ・ディラは森へいって母親に会い, マジャパイトの王に約束した
ことを伝えた｡ 母親は森のあらゆる動物を集めることを請けあった｡ たく
さんの動物が集まると, ジャカ・ディラによってマジャパイトのアルンア
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ルンに追い立てられ, 王を大いに喜ばせた｡ ジャカ・ディラは働きが認め
られ, 狩りが終わるとパレンバン Palembangの王に取り立てられた｡ ア
ルヤ・ダマル arya Damarの名と１万人の家来が与えられた｡ そしてアル
ヤ・ダマルはマジャパイトの都を発ち, グルシック Gresikにしばらく滞
在した｡
さて, ブラウィジャヤ王は新たにチナ Cina [中国] の国の王女と結婚
した｡ チュンパ国からきた年長の妃はたいへん嘆き悲しみ, チナの王女と
妃どうしにされるのが許せず, 副妃を棄てないのなら, 父親の元に返りた
いと懇願した｡ ブラウィジャヤ王は正妃への愛がたいへん大きかったので,
チナの王女を国に戻らせると約束した｡ 王はパティ・ガジャマダをよび,
チナの王女をアルヤ・ダマルに渡すよう命じ, 手紙をもたせた｡
パティ・ガジャマダはチナの王女をつれてゆき, グルシックでアルヤ・
ダマルに会うと, 王の命令を伝え, 手紙を渡した｡ その手紙は, チナの王
女はアルヤ・ダマルに妃として与えられるが, 妊娠中なので, まだ交わっ
てはならず, 出産を待たねばならないというものであった｡ アルヤ・ダマ
ルは御意のままにと申し上げた｡ こうしてアルヤ・ダマルは陸を離れ, 無
事パレンバンに着き, 王位についた｡
８. ラデン・ラフマット (スナン・アンペル・ドゥンタ)
チュンパ国に滞在するマクドゥム・ブラヒム・アスマラに２人の子があ
り, ともに男であった｡ 兄をラデン・ラフマット raden Rahmatといい,
弟をラデン・サントリ raden Santriといった｡ チュンパの王にも１人の息
子がいて, ラデン・ブレレ raden Burerehといった｡ ラデン・ラフマット
はチュンパの王である伯父に, 弟と一緒にジャワの国にゆき, マジャパイ
トの王である伯父伯母を訪ねたいと暇を乞うた｡ 王はこれを許したが, ラ
デン・ブレレに一緒に行くよう命じられた｡ こうして３人で出発し, 無事
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マジャパイトの都に着くと, ブラウィジャヤ王に目通りした｡
３人の王子のマジャパイト滞在は１年におよんだ｡ ラデン・ラフマット
は, ウィラティクタWila-Tikta [マジャパイトのサンスクリット語名] の
トゥムングン tumenggung [副大臣] キ・グデ・マニラ ki gede Manilaの
娘と結婚した｡ ウィラティクタのトゥムングンには息子も１人いて, ジャ
カ・サイド jaka Saidといい, その結婚した娘の弟であった｡ ラデン・ラ
フマットはアンペル・ドゥンタ Ampel-Dentaに住んだ｡ ラデン・ブレレ
とラデン・サントリはともにアルヤ・テジャ arya Tejaの娘と結婚した｡
姉がラデン・サントリと, 妹がラデン・ブレレと結婚した｡ そしてともに
グルシックに住んだ｡
さて, ジュルダ Juldahの町からジャワにきた大学者があり, セフ・ワ
リラナン seh Wali-Lananといった｡ アンペル・ドゥンタに至って, そこ
のスナンと学問を語りあった｡ アンペル・ドゥンタにしばらく滞在したの
ち, まっすぐ東に旅に出て, ブランバンガン Blambanganに着くと, プル
ワサタ Purwa-Sataの村に赴いた｡ ブランバンガンの王には重い病の姫が
あった｡ 誰も治せなかったが, セフ・ワリラナンの治療を受けると治癒し
た｡ そこで王は王女をセフ・ワリラナンと結婚させることにした｡ やがて
王は婿からイスラムになるよう説かれた｡ しかしその気はなかった｡ そこ
でセフ・ワリラナンはマラカ Malakaへ去ってゆき, ちょうど臨月にあっ
た妻は残された｡ セフ・ワリラナンが去ると, ブランバンガンの国ははな
はだしい疫病に見舞われ, 多くの人が命を落とした｡ セフ・ワリラナンの
残された妻は男の子をうんだ｡ ブランバンガンの王の命令により, 赤子は
箱に入れて海に捨てられた｡
ブランバンガンの王にキ・サンボジャ ki Sambojaという家臣がいた｡
不運な目にあって, 王の怒りをこうむり, 地位を免じられ, そこを去って
マジャパイトの王に仕えた｡ 奉公が認められてグルシックに赴任した｡ キ・
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サンボジャが死ぬと, 妻に多くの財産とたくさんの商品が残された｡ さて,
サンボジャの未亡人の取引相手が子どもの入った箱を見つけると, 未亡人
に引き渡した｡ 赤ん坊は自分の子として育てられ, 大きくなると, アンペ
ル・ドゥンタのスナンのもとでコーラン読誦を学ばされた｡ 学友にアンペ
ル・ドゥンタのスナンの息子がいて, サントリ・ボナン santri Bonangと
いった｡ 未亡人の子はサントリ・ギリ santri Giriという名を与えられた｡
２人の子はコーラン読誦を学びにメッカに行こうとした｡ 一緒に出立し,
マラカに立ち寄り, ワリラナンを訪ねて師事し, １年間におよんだ｡ つい
で２人はメッカで学ぶ計画を実行しようとしたが, セフ・ワリラナンは賛
成しなかった｡ 故国に戻るよう説き聞かされ, ともに杖とガウンを与えら
れた｡ サントリ・ギリにはプラブ・セットマタ prabu Set-Mataの法名が,
サントリ・ボナンにはプラブ・ニャクラ・クスマ prabu Nyakra-Kusuma
の法名が与えられた｡ こうしてアンペル・ドゥンタに戻っていった｡
風上の国からジャワにきたドレウィス drewis [イスラム修道者] があ
り, 名をセフ・ラヒディン seh Rahidinといい, アンペル・ドゥンタに滞
在した｡ しばらくして, また旅立ってゆき, 死後はプマラン Pemalangに
葬られた｡
９. ラデン・サイド (スナン・カリジャガ)
マジャパイトのトゥムングン・ウィラティクタの息子は, 名をジャカ・
サイドといい, 大の博打好きだった｡ 転々と流れてジュパラ Jeparaにやっ
てきて, 賭に負けたら追剥を働いた｡ ラスム Lasemの北東にあるジャティ・
スカル Jati-Sekarという名の森で通りかかる人を待っていた｡ たまたまス
ナン・ボナン sunan Bonangがこの森に通りかかると, 強奪しようと呼び
止められた｡ スナン・ボナンは ｢後ほどここを, 全身濃い藍色の服を着て,
赤いウォラワリ wora-wariの花を耳飾りにした者が通るだろうから, これ
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を襲う方がよい｣ と言った｡ ラデン・サイドはこれに従い, スナン・ボナ
ンは放され歩き去った｡ ３日後ラデン・サイドが待ちうけているところに
その人物がやってきた｡ 衣服はすべて濃い藍色で, 耳に赤いウォラワリの
花を挿していた｡ ラデン・サイドが呼び止めると, スナン・ボナンが４人
になった｡
ラデン・サイドは恐懼し, 悪事を働いたことを後悔し改心した｡ そして
スナン・ボナンの言いつけに従って２年間苦行をした｡ 苦行ののちラデン
はチャルボン Carebonにいった｡ その地のカリ・ジャガ kali Jagaという
名の川のほとりで再び苦行をした｡ そして名をスナン・カリジャガ sunan
Kali-Jagaと改めた｡ やがて, チャルボンを治めるスナン・グヌンジャティ
sunan Gunung-Jatiに義弟として受け入れられ, その妹を妻にした｡
10. ラデン・パタおよびラデン・フセン
さて, アルヤ・ダマルに与えられたチナの王女は男の子をうみ, ラデン・
パタ raden Patahと名づけられた｡ アルヤ・ダマルとの間にも男の子をも
うけ, ラデン・フセン raden Husenと名づけられた｡ ２人が成人すると,
アルヤ・ダマルは隠遁を望み, ラデン・パタにパレンバンの王位を継がせ,
ラデン・フセンをパティにしようとした｡ しかしラデン・パタは, まだそ
の任にないと拝辞した｡ ある夜ラデン・パタはパレンバンを去って森にさ
まよい入った｡ やがて池のほとりにとどまった｡
ラデン・フセンは朝になって兄がいないことを知ると, 父母にも誰にも
告げることなく, 捜しに出ていった｡ その足どりは森を通り抜けて遠くに
延び, どこに向かうのかわからなかった｡ ラデン・フセンは兄を探し出す
ことができ, 池の岸に座っているのに出会った｡ 弟は, 父の怒りを買った
ふりをした｡ だから都を出てきたと｡ ２人の王子は相談し, ジャワに行っ
てマジャパイトのブラウィジャヤ王に仕えることにした｡ その道中, スパ
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ラ Supalaとスパリ Supaliという名の２人の強盗に出くわした｡ 強盗は負
かされて, 家に戻るよう諭された｡
２人のラデンは旅を続け, 海へ出てゆく商人を待って便乗させてもらう
ことにした｡ そして海に迫り出したルサムカ Resa-Mukaという山に滞在
した｡ そこでともに３カ月間苦行をし, 船が通るのを待った｡ 商船がその
山の近くに停泊し, すぐに乗せてもらえた｡ 船はスラ・プリンガ Sura-
Pringgaに立ち寄った｡ ここで２人のラデンは上陸し, アンペル・ドゥン
タに滞在した｡ そしてともにスナン・アンペル・ドゥンタの弟子となり,
ともにイスラム教に入信した｡ アンペル・ドゥンタ滞在が長くなったとき,
ラデン・フセンは兄に, マジャパイトの王に仕えようとしたことを思い出
させた｡ ラデン・パタは, すでにイスラム教に入信したのだから, 不信仰
者の王に仕えたくないと答えた｡ 弟は, 望むなら自分だけ仕えるがよいと
言われた｡ そこでラデン・フセンは出仕しようと一人でマジャパイトへ向
かった｡ 家臣に召し抱えられ, 昇進してトゥルン Terungのアディパティ
に任じられた｡
話はアンペル・ドゥンタに残されたラデン・パタに戻って, アンペル・
ドゥンタのスナンの孫にあたる, ニャイ・アグン・マロカ nyai ageng
Malokaの長女と結婚した｡ そしてラデン・パタは, 何処に落ち着くのが
よいか助言を求めた｡ アンペル・ドゥンタのスナンは, 真西に進み, 芳香
を放つ葦を見つけたら, そこは都になり大いに繁栄するだろうから, そこ
に住むのがよいと助言した｡ こうしてラデン・パタは出立し, 大きな森に
至って, 芳香を放つ葦を見つけた｡ この森はビンタラ Bintaraという名で
あった｡ その地にラデン・パタは居を定めた｡ まもなく大勢の人がやって
きて, みなそこに家を建て, そして森を開き, モスクを建てた｡ ますます
多くの人がやってきて, みなラデン・パタの弟子になった｡
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11. ラデン・ボンダン・クジャワン
さて, ブラウィジャヤ王はシティンギル sitinggil [謁見の間] に出座し,
占星術師たちに, 自分の王位を継ぐ者は自分と同じように強い力をもつか
訊ねた｡ 占星術師たちは, たしかに王様の子孫にもおられますが, 王宮を
マタラムに移し, ジャワ全土の人々を従えられるでしょうと答えた｡ ブラ
ウィジャヤ王は言葉を発することなく, 内廷に入っていった｡
あるとき王は梅毒を患い, 長い間外出できなかった｡ いかなる治療も効
き目がなかった｡ そんなある夜, 王は声を聞いた｡ ｢おお, 王よ, 治りた
いなら, 顔の黄色いワンダンWandhanの女と寝るがよい｣｡ 王は目覚める
と, チュンパの国からきた妃についてきたワンダンの侍女を召した｡ 一度
寝ると王は病気が治った｡ 侍女は妊娠し, たいそう可愛い男の子をうんだ｡
王の望みによって, 赤ん坊は, キヤイ・ブユット・マサハル kyai buyut
Masahar という名の水田係の家臣に与えられた｡ しかし１ウィンドゥ
windu [８年] の年齢になったら, 殺すよう命じられた｡ 占星術師たちが
この赤ん坊はやがて王になり陛下を破滅させると予言したからである｡ と
ころがこの占星術師たちの予言は曲げられた｡
赤ん坊はキ・マサハルが連れて戻り, 世話するようにと妻に渡された｡
へその緒がとれると, ラデン・ボンダン・クジャワン raden Bondan-
Kejawanと名づけられた｡ １ウィンドゥの年齢に達すると, キヤイ・ブユッ
トは妻に王の望みを知らせた｡ そしてラデン・ボンダン・クジャワンを殺
そうとクリスを鞘から抜いた｡ ニャイ・ブユットは気絶してしまった｡ キ
ヤイ・マサハルは慌てて妻を助けおこし, 殺しそこねてしまった｡ 妻への
愛がとても重いので, ラデン・ボンダン・クジャワンを殺せなかった｡ そ
してキヤイ・マサハルは王のもとに参上し, 命令を実行したかのように装っ
た｡ 王はとても喜んだ｡
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ブラウィジャヤ王はビンタラの森に何者かが住んでいて, その村の大き
さとカスクテン kasekten [霊力] によりあまねく知れ渡っていると聞い
た｡ 王はマントリたちにその真偽を尋ねた｡ トゥルンのアディパティが,
そのとおりであり, そこに住んでいるのは兄であると申し上げた｡ 王は呼
ぶよう命じた｡ トゥルンのアディパティは１万人を率いて出かけた｡ ビン
タラに着くと, ラデン・パタは王の呼び出しを伝えられた｡ ただちにトゥ
ルンのアディパティに付き添われて出かけた｡ 王の前にかしこまると, そ
の姿が自分と瓜二つだったので, 王はことの他喜び, ラデン・パタへの好
意を露わにした｡ そして息子として受け入れ, ビンタラのディパティ
dipatiという名前を与え, さらに１万人の家来を賜った｡ 王はラデン・パ
タに, ビンタラの村はやがて, ドゥマック Demakという名の町になるだ
ろう, そこからイスラム教への改宗が始まるだろうと教えた｡ ラデン・パ
タは教えを受けると, １万人の従者をともなってドゥマックに戻るのを許
され, そして象, 馬, 屋根付き四輪馬車, ２輪の牛車を賜った｡ ビンタラ
の村はその後ますます栄えた｡
12. ジャカ・タルブ
クドゥス Kudusの町に, クドゥスのキヤイ・アグン kyai agengとよば
れる人物がいた｡ ３人の息子がいて, 上２人と末っ子は母親が違った｡ 妻
を娶るよう勧められた末っ子はその気がなく, 父の怒りを買った｡ 若者は
父の怒りを恐れて, 夜間に家を出た｡ クンドゥン Kendheng山にゆき, 苦
行をした｡ ますます遠くへさすらううちに庭園に通りかかり, 花に囲まれ,
濃い木陰を宿す池があった｡ 若者は気に入って, 池に陰を落とす樹の下に
座った｡
庭園の持ち主はクンバン・ランピル Kembang-Lampirのキヤイ・アグン
といい, 美しい１人の娘がいた｡ 求婚されたが, 望まなかった｡ 昼の時鼓
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が終わるころ, 娘はお供なしで庭園に水を汲みにきた｡ 若者は美しい女が
来るのを見ると, 樹の後ろに隠れ, 水を汲む娘に見られないようにした｡
誰も人がいないので, 娘はためらうことなく裸になり, 池で水浴びをした｡
水浴びののち家に戻ろうとして, 若者に後を追われ, 抱きつかれ交わった｡
事が終わり, 若者は去り, 女は家に戻った｡
やがて娘は妊娠した｡ クンバン・ランピルのキヤイ・アグンにだれが孕
ませたか尋ねられ, 答えようとしなかった｡ キヤイ・アグンはたいへん腹
を立て, またとても恥ずかしかった｡ 父の怒りを恐れた娘は夜秘かに家を
抜けだし, あてもなくさまよった｡ 時が満ちると, カパナサン Kapanasan
の森で男の子をうんだ｡ 女は分娩の際に死に, 赤ん坊は足元に横たわって
いた｡
さて, セランダカ Selandakaのキヤイ・アグンという, 吹き矢好きがい
た｡ あるときキヤイ・アグンは森に行き, 赤ん坊を見つけ, 肩掛け布にく
るんだ｡ キヤイ・アグンはそのまま吹き矢をつづけ, 雌鹿を見つけとても
ワクワクした｡ どこまでも追いかけたが, ついに鹿は見えなくなり, とて
もがっかりした｡ 赤ん坊にブツブツ文句を言い, 木陰に置いた｡ キヤイ・
アグンはさっきの鹿を捜しつづけた｡
子どもが置かれたその場所はかつてタルブ Tarubのキヤイ・アグンの
修行場だった｡ その死後は子どものない未亡人が住んでいた｡ 未亡人はそ
の子を見つけると世話をした｡ ７歳になると, とても見た目が麗しく, 遊
び仲間の誰からも好かれた｡ 森へ吹き矢に行くのが好きだった｡ 成人する
と結婚を勧められたが, 望まなかった｡
若者はあるとき吹き矢をしに森にゆき, 見たことのない鳥を見つけ, すっ
かり夢中になった｡ 矢を吹いたが外れた｡ 鳥は木から木へと飛び移りつづ
け, 大きな森までずっと追いかけた｡ そして鳥は見えなくなった｡ この森
の中に泉池があり, 天女たちの水浴び場であった｡ クリウォン [５曜日の
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１]1) の火曜日になると天女たちが降りてきてこの泉池で水浴びをした｡
若者は身を隠した｡ 天女たちは着物を脱いで水浴びをしていた｡ 若者はじっ
と見つめ, その美しさにうっとりした｡ 天女の１人の着物を棒で引き寄せ
隠してしまった｡ 天女たちは気づかず, 水浴びを楽しんでいた｡ 若者が咳
をした｡ 天女たちは人間の声を聞いてびっくりし, みな素早く自分の着物
を取って飛びさった｡ しかし１人だけ, デウィ・ナワンウラン dewi
Nawang-Wulanという天女は, 着物がなかったため泉池に取り残された｡
若者は近づいて, 妻になってくれるなら着物を返してあげると申し出た｡
窮地に陥ったデウィ・ナワンウランは申し出を受ける約束をした｡ 着物を
返してもらい, ナワンウランは家に連れられ妻になった｡ タルブの未亡人
はとても喜んだ｡
やがてタルブの未亡人はなくなり, あの養子はタルブのキヤイ・アグン
を名のった｡ １人の娘がうまれ, とても美しく, ララ・ナワンシ rara
Nawang-Sihと名づけられた｡
ある日のこと, デウィ・ナワンウランは川におむつを洗いにいこうとし
て, 夫に蒸し器を見てくれるよう頼み, 蓋を取ってはいけないと何度も念
を押した｡ デウィ・ナワンウランが川へ行ってしまうと, キヤイ・アグン
は娘をあやしながら蒸し器を見ていた｡ キヤイ・アグンは心の中で思った｡
妻に籾篭をひとつ渡しただけで, もうずいぶん時間がたったのに, 減って
いない｡ キヤイ・アグンはその訳がわからなかった｡ どれだけの飯を炊い
ているのか知りたくなって蓋を取った｡ 蒸し器には１本の稲穂があるだけ
だった｡ 蓋をもとどおり閉めた｡ 妻は戻ってくると蓋を取った｡ １本の稲
穂は入れた時のままで, 夫が蓋を開けたことを知って, デウィはとても腹
を立てた｡ 夫のもとを去って天上に戻りたかったが, カスクテンを失って
おり, 天女の住処に戻ることができなかった｡
人間が炊飯に手を出した時から, デウィ・ナワンウランは毎朝米を搗い
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た｡ しだいに籾篭の籾は減っていった｡ 籾がすっかりなくなったとき, 泉
池のほとりいた夫に取られた, アンタクスマ Anta-Kusumaという名前の
上衣が見つかり, デウィはとても腹が立った｡ 上衣をとって身につけると,
デウィは元のようにカスクテンを取り戻した｡ 天上に戻りたいと夫に申し
出た｡ 長く一緒にいられないことは元から定められていた｡ 夫に, 子ども
が泣いたら, 塔の上に連れてゆき, その下で黒い糯米の藁を燃やしてくだ
さいと言いおいた｡ 私はきっとお乳をあげに降りてくるでしょう｡ 言い終
わると, 黒い糯米の藁を取ってきて燃やし, その煙とともに天に昇っていっ
た｡ タルブのキヤイ・アグンはとても悲しんだ｡ 言われたとおり, 娘が泣
くたびに, 塔に連れてゆき, その下に黒い糯米の藁をもってきて燃やし,
そして娘をおいて塔から下りた｡ 娘は時とともに大きくなり, 母親そっく
りになった｡
さて, キヤイ・ブユット・マサハルであるが, 王のもとに参上し水田で
とれたたくさんの籾を納めるためにマジャパイトに行った｡ ラデン・ボン
ダン・クジャワンが後についていったが, キヤイ・ブユット・マサハルは
気づかなかった｡ 籾はブラウィジャヤ王に引き渡された｡ ラデン・ボンダ
ン・クジャワンはシティンギルに上がってガムランのキヤイ・スカル・ドゥ
リマを叩き, 王をびっくりさせた｡ 奏者は捕まえられ, 王の前に引きすえ
られた｡ キヤイ・ブユット・マサハルの子とわかると, 王に召し抱えられ,
キヤイ・マエサ・ヌラル kyai Maesa-Nularとキヤイ・マレラ kyai Malela
という２振りのクリス, そして１本の槍キヤイ・プレレッド kyai Plered
を賜った｡ 王はキヤイ・ブユットに, ラデン・ボンダン・クジャワンをタ
ルブのキヤイ・アグンに託すよう命じた｡ キヤイ・ブユットは御意のまま
にと答え, ラデン・ボンダン・クジャワンをつれてタルブに向かった｡ 道
中で２人の強盗に襲われた｡ 強盗は２人ともラデン・ボンダン・クジャワ
ンにクリス, マレラを突き刺されて死んだ｡ しかし, クリスの先端が欠け
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た｡ ラデン・ボンダン・クジャワンはそこで, 子々孫々このクリス, マレ
ラを使ってはならないとの誓いを立てた｡
タルブのキヤイ・アグンはすでに訪客のあることを知っていた｡ 娘デウィ・
ナワンシに座筵を広げさせた｡ まもなくラデン・ボンダン・クジャワンと
キヤイ・ブユットがやってきた｡ キヤイ・ブユット・マサハルは王の命令
を伝え, ラデン・ボンダン・クジャワンを教育してくれるよう託した｡ タ
ルブのキヤイ・アグンはブラウィジャヤ王の意図を理解し, 御意に従うと
答えた｡
キヤイ・ブユット・マサハルは去り, ラデン・ボンダン・クジャワンは
キヤイ・アグン・タルブの実の子同然に遇された｡ そのときナワンシは14
歳であった｡ ラデン・ボンダン・クジャワンはタルブのキヤイ・アグンに
よって名前をルンブ・プトゥン Lembu-Petengに改められた｡
13. ブラウィジャヤ王がスナン・ギリに敵対
ブラウィジャヤ王は多くの人々がギリに服従していることを聞いた｡ そ
こでパティ・ガジャマダはギリに進撃するよう命じられた｡ ギリの人々は
みな大騒ぎになり, 王宮に逃げこんだ｡ そのときスナン・ギリ sunan Giri
はちょうど書き物をしていて, ギリを破壊しようと敵が到来すると聞いて
びっくりした｡ 書きかけの筆を捨てて, 主なるアッラーに祈った｡ 捨てら
れた筆はクリスに変わり, ひとりでに奮戦した｡ マジャパイト勢の多くが
死に, 生き残った者はマジャパイトに逃げ戻った｡
敵が退却するとクリスはひとりでに戻ってきて, パンディタ pandita
[賢者] の前に血まみれで横たわった｡ パンディタは血まみれのクリスを
見て, 誤った行為が許されるよう祈りの言葉を唱え, そして軍勢にむかっ
て, このクリスをカラム・ムニュン Kalam-Munyeng [巡る筆] と名づけ
ると伝えた｡
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やがてギリのスナンは死去し, 孫が跡を継ぎスナン・パラペン sunan
Parapenと称した｡ ブラウィジャヤ王は, スナン・ギリの死去とスナン・
パラペンという孫の継承の知らせを受けとると, パティ・ガジャマダと王
子たちにギリを征服するよう命じた｡ スナン・パラペンはマジャパイト軍
と対戦したが敗れ, 海岸に逃れた｡ ギリの町はすっかり灰塵に帰した｡ マ
ジャパイトの王子たちは死去した先代スナンの眠る場所に行った｡ ここの
墓守は２人ともびっこだった｡ 墓をあばくよう命じられ, ただちにマジャ
パイトの兵士たちが掘りにかかったが, みなバタバタと倒れた｡ そこで２
人のびっこに掘るように命じられた｡ それをしようとしないので, クリス
を突きつけて脅され, ２人のびっこは急いで掘りはじめた｡ 墓の土が掘り
だされ, 柩の蓋板が開けられた｡ 無数の熊蜂が墓から出てきて舞い上がり,
すっかり空を覆った｡ その音は天空が崩れ落ちるかの如くであった｡ マジャ
パイト軍に襲いかかり, みな命からがら逃げ帰った｡ 都マジャパイトにつ
いても蜂はなおしつこく襲ってきた｡ ブラウィジャヤ王とその軍勢は, 蜂
の攻撃に対抗する術がないので, 都を捨てて遠くへ逃げた｡ こうして蜂は
自国に戻っていった｡
ようやく蜂がいなくなるとブラウィジャヤ王は軍勢とともに都マジャパ
イトに戻り, ギリのスナンに二度と害を加えようとしなかった｡
墓を守っていた２人のびっこは足が治った｡ ２人は海岸に避難したギリ
のスナンに知らせるためにかけつけ, 敵が蜂に攻撃されたため追い払われ
たこと, またびっこが治った原因を報告した｡ スナン・パラペンは２人の
知らせを聞くとギリに戻った｡ しばらくしてギリは再び元のように栄え,
そしてもはや敵が来ることはなかった｡
14. マジャパイトが没落しドゥマックが台頭
あるときブラウィジャヤ王は, ビンタラに居を定めた息子のことを思い
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出し, トゥルンのアディパティに尋ねた｡ ｢お前の兄は, もう長くあいさ
つにこないが, いかがしておる｡ 毎年表敬にくるとわしに約束したにもか
かわらず, もう３年ここにこない｡ 安楽な暮しに流されてわしのことを忘
れたか｡ それゆえお前はビンタラにゆき, わしに伺候せぬのはなぜかお前
の兄に問いただせ｣
トゥルンのアディパティはただちに１万人を率いてビンタラに向かった｡
兄に会うと王のお召しを伝えた｡ ラデン・パタは, ブラウィジャヤ王の恩
情にはとても感謝していると答えた｡ 伺候しない理由は, 宗教の禁止によ
るもので, イスラム人が不信仰者に伺候するのを許していない｡ そして,
ビンタラに王国が建ち, ジャワ人がみなイスラムになり始めるとすでに予
言されている｡
トゥルンのアディパティは兄の意思を理解し, 兄と一緒でないとマジャ
パイトに戻るのが怖かった｡ そこでラデン・パタに, その計画を速やかに
実行するよう焚きつけた｡ 自分も加勢すると｡ こうしてすべてのイスラム
教徒がビンタラに勢ぞろいする相談をした｡
マドゥラMaduraのブパティ bupati, トゥバン Tubanのアルヤ・テジャ,
スラ・プリンガのブパティ, そしてギリのパンディタもまた軍勢を率いて
ビンタラに集合した｡ ワリ waliたちやムキム mukimたちも無論のことみ
な集まった｡ そして揃ってマジャパイトに向かい, 軍勢の多さは数えられ
なかった｡ マジャパイトの町は包囲された｡ マジャパイトの人々は多くが
ビンタラのアディパティに降伏し, だれも戦おうとしなかった｡ ビンタラ
のアディパティとトゥルンのアディパティはアルンアルンに入った｡ ビン
タラのアディパティはパグララン pagelaran [謁見の館] の王座に座り,
戦士たちに対面した｡
パティ・ガジャマダは, ビンタラから敵が来たこと, そしていまビンタ
ラのアディパティがパグラランに座っていることを王に知らせた｡ ブラウィ
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ジャヤ王は, 息子がパグラランにいると聞いて, 我が子を見ようと塔に上
がった｡ ブラウィジャヤ王は我が子を見たのち, 忠実な部隊を率いて天に
昇った｡ ブラウィジャヤ王が天に昇ったまさにそのとき, 火の玉のような
ものが見えた｡ 恐ろしい雷鳴をあげてマジャパイトの王宮から現れ, 稲妻
のようにビンタラに落ちた｡
ビンタラのアディパティは王宮に入った｡ 一人として出会う者がいない
ことに驚愕し, 心の中で泣いた｡ 王宮を去り, 協力者や部隊とともにビン
タラに戻った｡
ビンタラに着くと, アンペル・ドゥンタのスナンがビンタラのディパティ
に, 遺産となったマジャパイトの王座につくよう勧めた｡ しかしスナン・
ギリがそれに先立って40日間, 不信仰者の王の痕跡を消し去るために, マ
ジャパイトの王位につくのがよい｡ この進言のとおりに行われた｡
訳注
1) ５曜日｡ ５曜週はジャワ固有の暦法であり, クリウォン kliwon, ルギ legi,
パヒン pahing, ポン pon, ワゲ wageからなる｡ 各々中・東・南・西・北を
含意し, 市場週 (パサル pasarまたはプクン peken) ともいう｡ ７曜日と組
み合わせた35日周期は今日も吉日占いなどに用いられる [ENI 5 : 405]｡
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